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1 なぜトルコにしたか

この日食はすいぶん前から話題になっていた日食である。20世紀最後の皆既8食、 ヨ ーロッパ

を縦断し有名都市を通る、 ノストラダムスの予言が的中すれば人類はこの日食は見られないこと

になるなと同かと話題になる要素の多い8食であった。 さて、 ここまで皆既帯がバラエティ ー に

富んでいるとかえってどこで見るか迷ってしまう。 しかし、 8食は晴れなければ意味がない。19

98年は自分にとって日食不作の年（アンテイグア ・ バヌアツとも昼りだった）であったのでこの

皆既こそ快晴のもとで見たい。 それと、 ヨ ーロッパとアジアの接点であるトルコには前内から行

ってみだかった。 そこで、 トルコ ・ シバスに行くことにした。

2 観測の準備

そうはいっても毎度おなじみのことで特別の用意はしなかった。 いつもの通りにいつもの機材

を使っただけである。

① 連続撮影 全経過を 一 校に納める。 タイムスケジュ ー ルは食甚を中心に 5分刻みに前後にと

っていき、 第1接触を越えたところをスタート、 第4接触を越えたところで終了とした。

5分刻みというのは結構忙しいのだが見た目が1番きれいになると思う。

使用機材 マミヤRB67 マミヤセコ ー ル65mmF 4. 5 

② 拡大撮影 これはメンバ ー の中でもやる人が多いのであくまでも証拠写真と者えた。 双眼鏡

は一 応持って行くが、 これは現地ガイド・TEOASのスタッフのみなさんに貸すつもりだっ

だのでこれで拡大9象を見るのが目的だった。 タイムスケジュー ルはフィルムの枚数に限度

（せいぜい38枚）があるので第2接触13枚、 コロナは露出を1/1000秒から1 /60秒までをそ

れぞれ 2 枚、 第 3 接触13枚とした。

使用機材 マクストフカセグレンf500mmF8 (笠井トレ ー ディング製）

ペンタックスLX

③ 本影錐の撮影 広角により月の影が動いていく様子を撮影する。 オート撮影では自動で露出

が補正され食が逆行してしまう揚合があるので露出 一 定とすることにした。

使用機材 ペンタックスLX ペンタックスタクマー20mmF 2. 8 

④ 自分の目でしっかり見る これをしなければアマチュアの滉合本末転倒である。 ただ金星が

いつ頃から見えたなど正確な記録を取るために録音をすることにした。

3 2分間人生は止まった

トルコに入ってから雲さえほとんど見ることのない好天が続いた。 事前に天気の情報を手に入

れたいとガイドのハヤティさんに頼んでおいたのだが、 この好天続きでこっちのその気が全く失
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せてしまった。前日のリハ ー サルもいい天気で夕方ちょっと雲が出てきただけで夜はまだ快睛で

ある。前日の晩に暗くなったとき街灯がどこに点灯するのかのチェックに観測場所のTEDAS溝内

のバスケットコ ー トに行ってみる。結構あちこちついているので可能なところはすべて明日の日

食が終わるまで消してもらった。ありがとうごさいます。敷地に沿っだところはどうしても消せ

ないということなのだが、 かなり離れているのとポプラの木で隠されるところも多くそれほど観

測に支障になるような感じはなかった。5等星くらいは見えていそうな星空で流星がIまつぽつ見

られる。スルタンホテルに泊まっているメンバーもやってきていつの間にか流星を見る会のよう
になってしまった。中には写真を撮っているメンバ ーもいる。明日の本番があるので流星＆星見

の会はそこそこにしてそれぞれの宿舎に戻る。

日食当日は朝からまさに雲一つない快請である。心配していたシバス町中も特に混乱はなくス

ルタンホテルのメンバーも予定通りここに到着した。おおかだの準備が終わって早めの昼食をと

って第1接触を迎えるはすが500mmの方になかなか太陽が入らない。第1接触の時間は迫って

くるしだんだん焦ってくるのでなおさらはいらない。まわりにいだ室伏さん・松岡さん・平井さ

んなどの協力によってやっと太陽を捕まえることが出来たのが連続撮影開始の5分前であった。

冷や汗ものである。今度は全周微動の雲台にしよう。

天気がいいので連続撮影の方は予定通り進む。これほど天気に不安のない日食のなかなかない

ものである。食は順調に進んでいき、 まわりの風景も影があるのに暗いというか、 NDフィルタ
ー を通して見ているといっだ感じになってきている。だだ、 暗くなり方が1999年2月にあった金

環日食の方が暗くなっていったように感じたが、 食分が大きくなるにつれさすがに今日の方が暗

くなっていったように思う。ただ照度計で測ったわけではないので確かなことは言えないが。気

温も下がってきているようで帽子もいらなくなってきた。14時12分頃上空高いところを鳥が飛ん

でいく。かなり高いところを飛んでいるようで、 双眼鏡で見ても種類がわからなかった。日食に

関係があるのかどうかはわからない。14時18分頃さすがにそろそろといった雰囲気になってきた

のか、 あれほどにぎやかにおしゃべりしていたメンバ ー が静かになってきた。みんなそれぞれ自

分の準備に余念がない。14時23分頃皆既日食初体験の吉村貴之さんが緊張してきたせいかトイレ

に行きたいといいだした。今からトイレに行っていたのでは日食を見損なうかもしれないという

ので結局我慢することにした。大丈夫かな。14時24分11秒（第2接触約7分前）木寺さんが金星

を見つけた。その後次閃にメンバ ーの金星見つけだの声があがるが、私はなかなか見つけられな

かった。皆既になれば必す目にはいるはすなので探すのは早々にあきらめた。14時28分26秒（第

2接触約2分30秒前）シャド ー バンドが見えるとの声があちこちからあがる。ここのバスケット

コートはコンクリ ートで固め・てあるので、 シャドーバンドがよく見えるのではと予想していだの

だがまさに的中。細かいさざ波が北東方向からさわさわというような感じで流れてくる。それが

いったん薄くなって消えそうになったのが14時30分30秒（第2接触約30秒前）にまた濃くなって

きだ。14時30分12秒（第2接触約2分前）平井真希子さんの「NDはすしていい」という質問に

答えるるためそっとNDを太陽の見えている反対の方からはすしていくと、 なんと！見事に内部
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コロナが見えている。 そのままNDははすしてしまった。 思わす「外部コロナ」が見えていると

叫んでいたのはよほど気が動転していだのだろう。 平井さんの質問にはまともに答えていなかっ

た。 第2接触はダイヤモンドリングというより鎌のような太陽がそのまま細くなってベイリ ー ピ

ーズになっていった。 皆既になってます闊いだことは内部コ0ナがまぶしくてプロミネンスがは

つきりしないことである。 撮影を進めながらコロナの形はどんなかと落ち着いて観察してみると

どうも目立った形がない。 よく見ると月の縁全周にまぶしいコロナが輝いている。 思わす「ダリ

ア型のコロナだ」と叫んでいた。 撮影が一段落してカメラのファインダ ー から目をはすしストリ

ーマの数でも数えようかと肉眼でコロナを見ると、暗い空には大輪のダリアの花が浮かんでいた。

ストリ ーマの数があまりにも多すぎて数を数えるのはあきらめてしまった。 地平線付近は思った

より赤くなっていない。 気持ちオレンジ色になっている程度だ。 今回はどういう訳か時間に余裕

があるように感じられる。 近藤さんの「食罷大」という声にも器かない。 1度は本物を見たいと

思いつつなかなかお目にかかれなかったダリア型のコロナ、1990年ジベリア ・ チェルスキーの敵

討ちだ。 月の縁のプ0ミネンスはとにかくたくさん見える。 いくつ見えるというよりも月の縁の

片側を赤くべったり染めている。 ピンク色に光り輝いているもの、 コロナの中に浮いているもの

と形も様閃だ。 そのうち、 このピンク色のプ0ミネンスのあたりから光の粒がポロポロポ0とこ

ぽれてきた。第3接触もベイリ ー ピ ー ズだ。つぶつぶが次第につながっていって日食は終わっだ。

後はみんなが終わったと騒いでいるときも冷静に5分ごとにシャッタ ーを切る辛い作業が待って

いる。

4 結果

連続は好天のおかげでまさに教科臼通りのものだった。 拡大はコロナの分が1/1000秒と1/60秒

の差がほとんとなかったので、 露出を1/1000秒、1/250秒、1/60秒、1/15秒、 1/4秒のように

一段階とばしにした方がよかったかもしれない。 フィルムの枚数に制限がある以上こうした方が

よかったと思う。 広角は露出アンダ ーで話にならなかった。 というように写頁についてはいろい

ろあったが、 好天に恵まれとにかく極大型のコロナが見られたのが1番よかった。 やっばりコロ

ナは極大期のものが1番美しいと思った。

Tam qunes tutulmasl· ・・トルコ語で皆既日食の意味
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